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 最後に、降雪前、降雪時のハウスの保守管理の方法について紹介します。以下の項目に注

意して、雪に備えましょう。 

(降雪前) 

・降雪中、降雪後は人命優先です。次ページのチェックリストを元に、できることは降り始める前に全

てやっておきましょう。 

・夜中に雪が降る場合は、事前に以下の融雪対策を行います。 

 

～融雪対策～ 

・加温設備のあるハウスでは､できるだけ室温を高め、内部被覆(カーテン)を開放にして、屋根部分の雪

を滑り落ちやすいようにします。降り積もってからでは遅いので、必ず積雪前から加温を行います。 

 連棟ハウスの場合は設定温度を高めに設定し、ダクトを谷部分の融雪を促すように配置します。 

・加温設備の無いハウスでは、内部を密閉して機密性を高めることで、地熱により室温を上昇させ、屋

根雪を滑り落ちやすくします。ハウス内部に家庭用ストーブなどを持ち込む場合はくれぐれも火災や

一酸化炭素中毒に注意しましょう。 

・散水による除雪･融雪については、滑落目的で積雪前から行い、積雪後は実施してはいけません。 

 

(降雪時) 

・降り始めで、ハウスの屋根に積雪が少ないときから安全を確認した上で、除雪を始めます。ただし､屋

根に雪が積もり始めたら、施設倒壊の恐れがあるので､ハウス内に入らないようにしましょう。 

 

(降雪後) 

・耐雪強度を超えた積雪があった場合は、倒壊の恐れがありますので、ハウスに近づかないように

しましょう。また、ハウスの片側だけ太陽光があたったり、風によって積雪が偏ると、ハウスの

バランスが崩れ、倒壊する危険性がありますので十分に注意しましょう。 

・除雪を行う場合は、ヘルメット等をかぶり、滑りにくい履物をはくなどし、複数人で作業を行う

など安全確保に努めます。 

・施設倒壊の恐れがなくなったら、施設各部の損傷や被覆資材の緩み等を点検します。 

・屋根・軒下・ハウスの間に積雪がある場合は次回の降雪に備えて直ちに除雪するよう心がけましょう。 

 

大雪になったときの注意 

・ハウスの軒下に積もった雪は、屋根に積もった雪の滑落の妨げになるとともに、ハウスの側壁に圧力

を加えます。また、降雪前に被覆材を剥いだ場合でも、施設全体もしくはハウスの軒高を超える積雪

があった場合、大きな被害を受ける可能性があります。骨組が完全に雪に埋没しないうちに、できる

だけ除雪を行いましょう。湿った雪は骨組に付着するので、注意が必要です。 

 

停電になったときの注意 

・電気が復旧したら、天窓やカーテンなどが正常に作業するか確認します。 

第３章 保守管理 
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報
収
集
①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪
（ハウスの耐雪強度を大きく上回る積雪が予想される場合の対応）
　最新の気象情報による積雪深がハウスの耐雪強度を大きく上回る場合は被覆資材を切断除
去することで施設への積雪を防ぐ。
　この場合、事前に農業共済に連絡しておかないと支払いの対象にならない可能性があるた
め、予め手順を確認しておく。

雪の滑落を妨げる防風ネットや外部遮光資材等が展張され
ていませんか

被覆材の表面に雪の滑落を妨げるような突出物はありませ
んか

谷樋や排水路、ハウスの際などの残雪やゴミは取り除きまし
たか

ブレースや筋かいの留め金具に緩みがないか点検しました
か

準備していた中柱をたてるなど応急的な補強はしましたか

作物を栽培していないハウスは被覆資材を外しましたか

融
雪
準
備

補
強
対
策
・
雪
の
滑
落
促
進

降雪前のチェックリスト

（発電機を持っている場合）
非常用発電機を加温機、環境制御装置に接続しましたか

最新の気象情報、警報、注意報を常にチェックしていますか

暖房機の燃油残量は十分にありますか

暖房機は正常に作動するか確認しましたか

基礎部、接続部分、谷の樋・柱に腐食・サビはありませんか
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用語解説 
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